
張出しタイプ流木捕捉工設計の手引き
既設の不透過型砂防堰堤の水通し上流に張出して流木を捕捉する付属施設
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全国各地の土砂災害において、流木が災害を拡大させる事例が多く見受けられます。流木対策をより一層推進
する観点から、流木対策に関する議論を重ね、既設の不透過型砂防堰堤の水通し上流に張出して流木を捕捉する
付属施設である「張出しタイプ流木捕捉工」に関する設計の手引きを作成し、４月より販売を開始しました。
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